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佐田岬ハーフマラソン大会2014 スタート

日本で一番細長い佐田岬半島を走ろう!

今年も県内外から６５０名のランナーが参加し、
盛大に開催されました。（関連２ページ）

ハーフマラソンの部
３５０名のランナーが一斉にスタート
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11
月
９
日（
日
）、
瀬
戸
総
合
体

育
館
を
メ
イ
ン
会
場（
ス
タ
ー
ト
・

ゴ
ー
ル
）に
大
久
を
折
り
返
す「
佐

田
岬
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
２
０

１
４
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
で
４
回
目
と
な
る
こ
の
大

会
、
初
回
か
ら
雨
に
悩
ま
さ
れ
続

け
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
も
早
朝

か
ら
雨
、
運
営
ス
タ
ッ
フ
に
は
厳

し
い
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
、コ
ー
ス
が
変
更
と
な
り
、

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
が
新
設
さ
れ
た

た
め
参
加
者
は
倍
増
、
当
日
は
６

５
０
人
が
参
加
、
出
迎
え
る
ス

タ
ッ
フ
も
増
員
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

警
察
官
、
警
備
員
等
約
２
５
０
名

が
出
迎
え
、
会
場
は
大
賑
わ
い

と
な
り
ま
し
た
。

　

午
前
10
時
30
分
、
町
体
育
協

会
松
岡
会
長
の
号
砲
に
よ
り
ハ
ー

フ
マ
ラ
ソ
ン
21 ・
０
㎞
が
ス
タ
ー

ト
。
そ
の
後
、
ク
ォ
ー
タ
ー
10
・

５
㎞
、
デ
シ
４
・
２
㎞
の
順
に
ス

タ
ー
ト
が
切
ら
れ
、
ラ
ン
ナ
ー
達

は
力
走
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
で

完
走
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

ハ
ー
フ
男
子
の
部
で
優
勝
し

た
、
大
洲
市
の
大
川
原
さ
ん
に

コ
ー
ス
の
印
象
を
聞
い
た
と
こ
ろ

「
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
激
し
い
、
厳

し
い
コ
ー
ス
で
し
た
が
、
ま
た
来

年
も
参
加
し
た
い
。」
と
の
言
葉

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
や
は
り
山

あ
り
谷
あ
り
の
厳
し
い
コ
ー
ス

だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

ゴ
ー
ル
後
は
「
伊
勢
海
老
の
味

噌
汁
」「
し
ら
す
丼
」「
み
か
ん
」

な
ど
佐
田
岬
の
海
の
幸
・
山
の
幸

を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

ラ
ン
ナ
ー
の
み
な
さ
ん
、
ス

タ
ッ
フ
の
み
な
さ
ん
お
疲
れ
様
で

し
た
。

表彰式の様子　木嶋英幸実行委員長から
優勝者へ記念品（町特産品）を贈呈

ハーフ男子　伊方体協矢野さんと
大川原さんのトップ争い

ツーリズム協会による「活しゃぶ」
試食会

昼食には、伊勢えびの味噌汁、シラス丼

給水所の様子（ボランティアスタッフ）

5 デシマラソン　男子の部
1
2
3
4
5
6
7
8

1043
1015
1016
1009
1008
1033
1029
1045

0：14：50
0：14：58
0：15：04
0：15：20
0：15：20
0：16：37
0：17：27
0：17：39

和　家　慶　延
三　好　泰　生
三　好　雄　大
桧　山　洋　平
輪　木　崇　人
定　成　永　遠
佐　藤　一　徹
緒　方　祐　人

八幡浜市
伊方町
伊方町
伊方町
松山市
砥部町
松山市
伊方町

3 クォーターマラソン　男子の部
1
2
3
4
5
6
7
8

728
795
726
751
866
745
829
792

0：36：49
0：36：55
0：39：08
0：39：38
0：39：57
0：40：13
0：40：25
0：41：49

片　山　陽　介
寺　尾　浩　二
冨　永　大　輔
宮　内　昌　吾
一　藤　賢　史
次　家　洋　明
向　井　寛　和
藤　岡　知　彦

八幡浜市
新居浜市
大洲市
松山市
松山市
松山市
松山市
西予市

1 ハーフマラソン　男子の部
順 位
1
2
3
4
5
6
7
8

ナンバーカード
9

161
97
145
78
72
284
180

タイム
1：16：18
1：16：41
1：17：59
1：18：57
1：19：27
1：19：50
1：20：40
1：20：40

氏　　名
大川原　和　人
矢　野　吉　男
津　田　高　啓
山　本　慎　吾
熊　谷　和　也
山　本　一　雅
森　田　隆　史
佐賀山　耕　一

大洲市
伊方町
松山市
八幡浜市
八幡浜市
八幡浜市
松山市
八幡浜市

市  町  名

6 デシマラソン　女子の部
1
2
3
4
5
6
7
8

2010
2015
2008
2016
2011
2026
2031
2023

0：18：04
0：18：16
0：18：30
0：20：17
0：20：42
0：21：41
0：21：51
0：22：11

三　好　菜　加
和　氣　千　夏
新　堂　ま～こ
高　野　鮎　美
徳　山　　　和
佐　藤　良　子
レニー　ハ　ナ
三　好　穗乃香

伊方町
四万十市
八幡浜市
松山市
大洲市
西予市
八幡浜市
松山市

4 クォーターマラソン　女子の部
1
2
3
4
5
6
7
8

932
983
926
918
928
907
905
972

0：44：38
0：47：35
0：48：56
0：49：00
0：51：16
0：51：33
0：51：52
0：52：14

宇都宮　す　み
西　田　和　代
新堂　ショコタン
冨　永　るり子
高　藤　美奈子
岡　田　美和子
池　田　美　紀
井　上　有美子

松前町
松山市
八幡浜市
松山市
松山市
伊予市
伊予市
鬼北町

2 ハーフマラソン　女子の部
順 位
1
2
3
4
5
6
7
8

ナンバーカード
515
524
509
501
528
523
512
530

タイム
1：36：59
1：41：44
1：43：25
1：43：49
1：48：20
1：48：34
1：49：07
1：50：32

氏　　名
山　内　奈都美
白　石　晴　美
重　松　由紀枝
相　原　直　美
矢　野　奈　美
武　内　亜　紀
門　多　安　哉
今　井　千　穂

松山市
内子町
松山市
松山市
八幡浜市
高知県
西予市
松前町

市  町  名

主
催
：
佐
田
岬
マ
ラ
ソ
ン
大
会
実
行
委
員
会

「
佐
田
岬
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
２
０
１
４
」
盛
大
に
開
催

「
佐
田
岬
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
２
０
１
４
」
盛
大
に
開
催

「
佐
田
岬
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
２
０
１
４
」
盛
大
に
開
催

雨
が
少
し
残
念
！
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10
月
26
日
（
日
）、
梶
原
有
咲
さ
ん
（
三

崎
小
６
年
）
が
鳥
取
県
立
武
道
館
で
相
撲
の

日
本
一
を
競
う
大
会
「
第
17
回
全
日
本
女
子

小
学
生
相
撲
大
会
」
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

有
咲
さ
ん
は
、
８
月
17
日
（
日
）
に
松
山

市
で
開
催
さ
れ
た
愛
媛
県
予
選
大
会
で
優
勝

し
、こ
の
大
会
の
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

大
会
は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
で
、
有
咲
さ
ん

は
６
年
生
の
部
（
60 

kg
以
上
）
に
参
加
し
ま

し
た
。
出
場
人
数
は
７
人
、
梶
原
さ
ん
は
２

回
戦
か
ら
の
登
場
で
す
。
７
人
と
い
う
少
な

い
人
数
で
す
が
、
そ
の
７
人
は
全
国
大
会
だ

け
あ
っ
て
体
と
パ
ワ
ー
が
あ
る
精
鋭
達
が
集

ま
っ
て
い
ま
す
。有
咲
さ
ん
の
お
母
さ
ん
は
、

「
有
咲
は
体
格
で
は
他
の
人
に
負
け
て
な
い
。

後
は
技
術
だ
け
。」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　

有
咲
さ
ん
は
大
会
前
に
な
る
と
以
前
か
ら

教
わ
る
宮
谷
学
コ
ー
チ
と
一
緒
に
、放
課
後
、

練
習
し
て
い
ま
し
た
。
今
大
会
に
伊
方
町
か

ら
出
場
す
る
の
は
１
人
だ
け
な
の
で
コ
ー
チ

と
１
対
１
の
練
習
で
す
。「
ま
た
？
？
」
な

ど
と
嫌
な
顔
を
し
な
が
ら
も
土
俵
に
上
が
る

と
真
剣
な
眼
差
し
で
練
習
に

励
ん
で
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
大
会
当
日
。
１
戦

目
は
磯
辺
さ
ん
（
青
森
県
）。

相
手
選
手
に
負
け
て
い
な
い

体
格
で
組
み
合
っ
た
瞬
間
、

頭
と
頭
が
ぶ
つ
か
り
、
相
撲

場
に
大
き
な
音
が
会
場
中
に

響
き
わ
た
り
ま
し
た
。
宮
谷

コ
ー
チ
の
教
え
通
り
の
試
合

が
で
き
、
手
ご
た
え
は
あ
っ

た
も
の
の
、
最
後
に
足
が
滑
り
、
倒
さ
れ
て
初

戦
は
敗
退
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
シ
ー
ド
で
準
決
勝
か
ら
の
登
場

だ
っ
た
た
め
、
敗
退
し
て
も
３
位
決
定
戦
が

残
っ
て
い
ま
し
た
。

　

３
位
決
定
戦
で
は
、
中
村
さ
ん
（
富
山
県
）

と
の
対
決
で
、
相
手
選
手
を
ぐ
い
ぐ
い
押
し
て

相
手
選
手
を
倒
し
、
見
事
３
位
入
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
試
合
で
は
有
咲
さ
ん
の
思
い
通
り
の
試

合
が
で
き
た
と
納
得
の
笑
顔
。
有
咲
さ
ん
の
お

父
さ
ん
は
「
有
咲
は
相
当
興
奮
し
て
い
た
、
最

後
の
試
合
に
有
咲
の
思
う
試
合
が
で
き
て
良

か
っ
た
。」
と
一
言
。

　

家
族
で
有
咲
さ
ん
の
試
合
を
見
に
行
っ
た
そ

う
な
の
で
す
が
、
有
咲
さ
ん
に
と
っ
て
も
お
父

さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
そ
し
て
お
姉
ち
ゃ
ん
達
に

と
っ
て
も
、
す
ご
く
思
い
出
に
残
る
大
会
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

有
咲
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
し

て
梶
原
家
の
み
な
さ
ん
、
コ
ー
チ
の
宮
谷
さ
ん
、

大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　

10
月
28
日
（
火
）、
三
崎
中
学
校
が
行
っ
て
い
る
ア

ル
ミ
缶
回
収
活
動
に
、
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
感
謝
状
は
、
ア
ル
ミ
缶
リ
サ
イ
ク
ル
協
会
（
東

京
）
が
、
優
秀
な
ア
ル
ミ
缶
回
収
活
動
を
行
っ
て
い

る
個
人
・
団
体
に
贈
っ
て
い
る
も
の
で
、
今
回
、
三

崎
中
学
校
が
行
っ
て
い
る
生
徒
会
の
ア
ル
ミ
缶
回
収

や
、
夏
休
み
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
の
資
源
回
収
な
ど
の
取
組

が
、
優
秀
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
じ

て
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
対
す
る

意
識
が
高
ま
っ
て
い
く
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

全
日
本
小
学
生
相
撲
大
会
で
見
事
３
位
入
賞

全
日
本
小
学
生
相
撲
大
会
で
見
事
３
位
入
賞

全
日
本
小
学
生
相
撲
大
会
で
見
事
３
位
入
賞

梶
原
有
咲
さ
ん
（
三
崎
小
学
校
）

ア
ル
ミ
缶
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
に
感
謝
状　

〜
三
崎
中
学
校
〜

ア
ル
ミ
缶
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
に
感
謝
状　

〜
三
崎
中
学
校
〜

　

放
送
大
学
で
は
平
成
27
年
度
第
１
期

（
４
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
中
で
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
通
信
制
の
大

学
で
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・

自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
学
べ

ま
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し
た

い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
様
々
な

目
的
で
幅
広
い
世
代
、
職
業
の
方
が
学
ん

で
い
ま
す
。　

○
15
歳
以
上
の
方
な
ら
、
１
科
目
か
ら
学

習
す
る
選
科
履
修
生
・
科
目
履
修
生
と
し

て
入
学
で
き
ま
す
。

○
18
歳
以
上
の
大
学
入
学
資
格
を
お
持
ち

の
方
な
ら
、
入
学
試
験
は
な
く
、
全
科
履

修
生
と
し
て
入
学
で
き
、
４
年
以
上
在
学

し
て
、
１
２
４
単
位
を
修
得
し
卒
業
す
る

と
、
学
士
（
教
養
）
の
学
位
を
取
得
で
き

ま
す
。

○
一
つ
の
分
野
を
体
系
的
に
学
び
た
い
方

に
は
「
放
送
大
学
エ
キ
ス
パ
ー
ト
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

出
願
期
間
は
３
月
20
日
ま
で
。

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
放
送
大
学
愛
媛
学
習
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
９-

９
２
３-

８
５
４
４
）
ま
で

ご
請
求
下
さ
い
。
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

放
送
大
学
４
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

放
送
大
学
４
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ
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伊方地域子ども球技大会
中央公 民 館

　

10
月
10
日
（
金
）、
二
見
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
、
二
見
小
学
校
児
童
と
二
見
地
区
老
人
大

学
生
と
の
交
流
ペ
タ
ン
ク
大
会
が
開
催
さ
れ
、

児
童
と
高
齢
者
が
混
成
チ
ー
ム
で
試
合
を
行
い

ま
し
た
。

　

老
人
大
学
生
が
児
童
に
投
げ
方
を
ア
ド
バ
イ

ス
し
、
児
童
が
楽
し
そ
う
に
投
げ
て
い
る
姿
が

印
象
的
で
し
た
。

　

10
月
22
日
（
水
）、
九
町
小
学
校
体
育
館
で

九
町
小
学
校
児
童
と
九
町
地
区
老
人
大
学
生
と

の
交
流
輪
投
げ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当

初
、
ペ
タ
ン
ク
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
雨

天
の
為
、
輪
投
げ
に
変
更
し
て
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。

　

輪
投
げ
は
初
め
て
と
い
う
方
が
多
か
っ
た
も

の
の
、
老
人
大
学
生
と
児
童
は
和
気
あ
い
あ
い

と
交
流
が
図
れ
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

二
見
小
学
校
に
つ
い
て
は
、
来
年
度
、
九
町

小
学
校
へ
統
合
さ
れ
る
た
め
、
最
後
の
交
流
大

会
と
な
り
ま
し
た
が
、楽
し
く
交
流
が
図
ら
れ
、

思
い
出
に
残
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

10
月
25
日
（
土
）
に
伊
方
町
民

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
伊
方
町
自
治
公

民
館
連
絡
協
議
会
主
事
部
会
、
中

央
・
町
見
公
民
館
主
催
、
伊
方
町

社
会
福
祉
協
議
会
後
援
に
よ
り
、

伊
方
地
域
子
ど
も
球
技
大
会
（
ペ

タ
ン
ク
）
を
開
催
し
、
小
学
生
１

０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
子
ど
も
の
交
流

活
動
を
促
進
し
、
青
少
年
の
体
力

向
上
と
健
全
な
育
成
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

チ
ー
ム
編
成
は
自
治
公
民
館
単
位

か
ら
26
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
５
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
、
各
チ
ー
ム
４

〜
５
試
合
を
行
い
ま
し
た
。

　

開
会
式
前
に
は
小
雨
が
降
っ
て

い
ま
し
た
が
、
競
技
が
始
ま
る
と

天
気
も
回
復
し
、
子
ど
も
た
ち
は

元
気
い
っ
ぱ
い
競
技
に
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。
地
区
に
よ
っ
て
は

低
学
年
の
子
ど
も
た
ち
も
出
場
し

て
お
り
、
思
い
ど
お
り
に
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で
き
な
い
重
い
球
に
四
苦

八
苦
し
な
が
ら
も
一
生
懸
命
に
投

げ
て
い
ま
し
た
。
優
勝
し
た
チ
ー

ム
も
、
残
念
な
が
ら
負
け
て
し
ま
っ

た
チ
ー
ム
も
、
普
段
あ
ま
り
会
え

な
い
他
の
学
校
の
子
ど
も
た
ち
と

一
緒
に
競
技
し
、
交
流
も
深
ま
り

楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

「老人大学生と小学生が軽スポーツで交流」
町見公 民 館

◎趣味講座のご案内◎趣味講座のご案内◎趣味講座のご案内
～習字教室（毛筆・硬筆）～

日　時 ： 平成26年12月10日（水）・
　　　　15日（月） 19時～
場　所 ： 町見公民館１階ホール
講　師 ： 宇都宮　史先生
受講料 ： ￥1,000－
人　数 ： 15名程度（先着順）
準備物 ： 習字道具一式
　（但し、半紙と墨は事務局で用意致します。）

※参加希望の方は、12月5日（金）までに
　町見公民館までご連絡をお願い致します。
　（電話・ＦＡＸ可）

その際、毛筆か硬筆のどちらを
希望するか必ずお伝え下さい。
町見公民館　電話：39－0212　
　　　　　　FAX：39－1152
※作品は、12月21日（日）開催の二見
　公民館まつりに出展致します。
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第５回大久公民館ふれあいまつり開催

西宇和郡小学校陸上競技大会結果西宇和郡小学校陸上競技大会結果西宇和郡小学校陸上競技大会結果

瀬戸公民館
　

11
月
２
日
（
日
）、
瀬
戸
公
民
館

四
ッ
浜
分
館
駐
車
場
に
お
い
て
、

大
久
公
民
館
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
祭
り
は
今
回
で
５
回
目
と

な
り
ス
タ
ッ
フ
全
員
が
一
丸
と
な

り
手
際
よ
く
準
備
・
運
営
が
で
き

ま
し
た
。

　

行
事
内
容
は
、
恒
例
と
な
っ
た

足
踏
み
式
餅
つ
き
体
験
、
保
育
園

児
に
よ
る
踊
り
や
大
正
琴
お
よ
び

童
謡
唱
歌
の
発
表
、
懐
か
し
の
写

真
展
な
ど
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

用
意
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
よ

り
餅
・
お
菓
子
ま
き
も
行
わ
れ
、

幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
大
勢
が
参

加
し
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
餅
つ
き
体
験
や
つ

い
た
お
餅
丸
め
な
ど
普
段
は
な
か

な
か
出
来
な
い
体
験
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。
つ
い
た
お
餅
は
、
あ

ん
入
り
餅
に
し
た
り
、
炭
火
で
あ

ぶ
り
「
ぜ
ん
ざ
い
」
に
し
た
り
し

て
振
舞
わ
れ
、
皆
さ
ん
つ
き
た
て

の
美
味
し
い
お
餅
に
舌
鼓
し
て
い

ま
し
た
。

　

天
候
が
心
配
さ
れ

た
今
回
で
し
た
が
、

滞
り
な
く
全
行
事
が

行
わ
れ
、
こ
の
日
参

加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は

楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
さ
れ
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。

　10月16日（木）、瀬戸中学校グラウンドにおいて郡小学校陸上競技大
会が開催されました。
　当日は晴天に恵まれ、選手の皆さんは、保護者等大勢の声援をうけ、
女子400ｍリレーで新記録、女子60ｍでタイ記録がでるなど活躍しました。
　結果（上位入賞者）は表のとおりです。

9秒1
15秒0
10秒7
63秒2
3ｍ53

42ｍ43

伊方
三崎
伊方

九町

三崎

林　　栄心
若杉　　龍
大星　翔大

城岡　　匠

山田　琉人

9秒1
14秒7
10秒6
63秒0
3ｍ83

1ｍ10

42ｍ70

伊方
伊方
水ヶ浦

伊方
大久
三崎
伊方

井上　颯真
林　　英心
浜中未来翔

井上　颯真
久世　健太
堀田理玖也
篠澤　篤哉

8秒7
14秒4
10秒0
58秒8
4ｍ11

1ｍ15

49ｍ43

大久
大久
三崎

大久

伊方

三崎

山本　　駿
久世　健太
中村　雄飛

山本　　駿

後藤　佑輔

清水　翔伍

8秒7
14秒3
10秒0
58秒5
4ｍ12

1ｍ20

61ｍ45

三崎
伊方
三机

三机

三崎

伊方

種　目
第 １ 位

氏 名 校 名 記 録
第 ２ 位

氏 名 校 名 記 録
第 ３ 位

氏 名 校 名 記 録
第 ４ 位

氏 名 校 名 記 録
60ｍ
100ｍ
60ｍＨ
400ｍＲ
走り幅跳び

走り高跳び

ｿﾌﾄﾎﾞー ﾙ投げ

男

子

宇都宮大空
井上　京士
新見　　陸

新見　　陸

中村　雄飛

井上　京士

三崎 伊方 三机 大久

9秒3
15秒8
11秒1
65ｍ3
3ｍ67

1ｍ10

29ｍ82

大久
水ヶ浦
大久

大久

二見

水ヶ浦

佐々木　愛
辻　　乙歌
佐々木　愛

山本　鈴香

神山　璃音

齋藤　未来

9秒1
15秒4
10秒5
64秒7
3ｍ70

32ｍ12

伊方
伊方
伊方

大久

三崎

渡邊　香菜
辻　菜々香
井上　裕菜

阿部せいな

阿部　香凜

9秒0
15秒0
10秒2
64秒3
3ｍ71

1ｍ10

35ｍ33

水ヶ浦
二見
水ヶ浦

二見
大久
三崎
三崎

上甲　華乃
高野　羽以
上甲　華乃

高野　羽以
阿部　莉子
渡邊　杏香
梶原　有咲

8秒8
14秒8
10秒1
60秒1
3ｍ73

1ｍ15

35ｍ58

伊方
伊方
伊方

伊方

伊方

伊方

60ｍ
100ｍ
60ｍＨ
400ｍＲ
走り幅跳び

走り高跳び

ｿﾌﾄﾎﾞー ﾙ投げ

女

子

井上　瑠奈
渡邊　香菜
井上　瑠奈

辻　菜々香

楠　　彩菜

中元　愛菜

伊方 ☆

☆ 予選 59秒1 新記録

水ヶ浦 大久 三崎

タイ
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伊　方　文　化　祭

町見公民館まつり

果を披露
文化祭
果を披露
文化祭
果を披露
文化祭
祭が開催されました。
11月3日　
11月2日
10月26日
11月1日、2日

①餅つき体験をする子ども達
②清家真理奈さん(左)と寺谷智花さん(右)
③伊方中学校ブラスバンド部の演奏
④見事な老人クラブの作品展
⑤今年も大盛況の婦人会リサイクルバザー
⑥めぐみ会(琴)の演奏（交流出演）

①伊方中学校作品展

②芸能発表のつどい

③バザー

④全体状況

⑤もちまき

123

456

123

45
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瀬戸地域芸能文化祭

三　崎　文　化　祭

日頃の成
各地域で
日頃の成
各地域で
日頃の成
各地域で
今年度も各地域で文化
　　伊方文化祭　
　　町見公民館祭
　　瀬戸芸能文化祭
　　三崎文化祭

①オープニング演奏（瀬戸太鼓集団「風」）

②クッキー等の販売（瀬戸中学校の生徒達）

③郷土芸能発表（川之浜相撲甚句）

④文化活動発表（中山芳江会舞踊：舞妓はん）

⑤各種作品展示（各種団体）

①勇壮な太鼓演奏（伊方堂々太鼓Jr.）

②華麗に舞ってます（岬寿会）

③かわいくポーズを決め!（三崎保育園）

④人形で人生を表現（彩の会）

⑤山ちゃんホットブラザーズのバンド演奏

12

345

123

45
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就学援助制度のお知らせ
　伊方町では、経済的理由により就学困難な児童生徒について、小学校及び中学校における義務教育の円滑
な実施に資することを目的として就学奨励のために必要な援助を実施しています。　
○　認定基準（いずれかに該当すること）
　　（１）生活保護の停止又は廃止となった方
　　（２）町民税非課税世帯の方
　　（３）母子・父子家庭対象の児童扶養手当を支給されている方
　　※（１）～（３）以外でも特別な事情のあるご家庭は学校にご相談ください。
○　援助内容
　　学校給食費、学用品費・通学用品費・校外活動費、野外活動費、修学旅行費、医療費など
○　申請の方法
　　まず、お子さまが在学している（又は入学する）学校にご相談ください。
○　申請の受付時期

伊方町学童クラブ支援員募集について
【募集職種、採用予定人員等】
　支　援　員：６名
　（小学児童１～６年生を対象に、下校時から午後６
　時まで遊びや生活の場の提供。）
　勤務時間：午後１時００分～午後６時まで（通常）
　　　　　　午前８時３０分
　　　　　　　　　　　～午後６時まで（長期休暇）
　勤　務　先：伊方町湊浦、九町、三机、大久、三崎
　　　　　　の学童クラブ
【応募要件】
　児童の育成指導に理解と熱意を有する者
　（保育士又は教員免許を有する者を優先します。）　
　昭和２５年４月２日以降に生まれた者（65歳まで）
【試験の方法】
　日時：別途通知を行います。
　会場：伊方庁舎
　内容：書類審査及び面接

【申込み方法等】
　申込方法：履歴書を教育委員会事務局及び瀬戸・
　　　　　　三崎総合支所へ提出
　申込期限：平成２７年１月１５日
　　　　　　午後５時１５分まで
　　　　　　（応募者が定数に達しない場合は継続し
　　　　　　て募集を行います。）
【合格発表及び採用等】
　合格発表：別途通知を行います。
　採用期間：平成２７年４月１日
　　　　　　　～平成２８年３月３１日（更新有り）
【賃金等】
　８８０円／時間、労災保険に加入
【提出及び問合せ先】
　〒796-0301　西宇和郡伊方町湊浦1993番地1
　教育委員会事務局　生涯学習室（役場３階）
　　　　TEL：0894-38-2661　　　

○　お問い合わせ先
　　お子さまが在学している（又は入学する）学校
　　　　　　　　または教育委員会事務局学校教育室　TEL（０８９４）３８－２６６０　
※認定基準に該当していても、世帯全員の収入等が一定の基準を超え、要保護に準ずる程度に困窮していると
認められない場合等は、教育委員会の審査の結果、認定されない場合がありますので、ご承知ください。また、
援助が必要と認められた場合でも、経済状態あるいは家庭状況等の変動により援助の必要がなくなったと判断
した場合は、年度の途中でも援助を中止することがあります。

当　初　認　定
年度当初（4月）から
認定される場合

追　加　認　定
年度の途中から
認定される場合

すべての学年

新 １ 年 生

在学中の児童生徒
（新１年生以外）

学　　年 申請の受付時期

平成２７年１～２月頃

平成２７年４月まで
この時期を過ぎると支払えない援助
費がありますので、ご注意ください。

原則として随時受付
認定の時期により、金額が減ったり支
払いができなくなる援助費があります。
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平成2７年度伊方町奨学生募集

～ 高校・大学等に進学又は在学している皆さんへ ～
　
　伊方町では、優秀な生徒又は学生であって、経済的な理由により修学困難な学生又は生徒に対し、学資金を貸
与して、有用な人材を育成することを目的として奨学金制度を実施しています。
　
１．出願資格
（１）　平成２７年４月に学校教育法に規定する高等学校（特別支援学校の高等部を含む。以下同じ。）、高等専門

学校、大学、専修学校に進学を希望する者及び在学する者に限る。
（２）　人物、学業ともにすぐれ、健康であり、かつ、学資金の負担が困難であると認められる者であること。
（３）　保護者又はこれに準ずる家族（成人者に限る。）が伊方町内に居住すること。
（４）　保護者又はこれに準ずる家族につき、町税（保育料・給食費・水道料・住宅料）等の町に納付すべき徴収

金に滞納がないこと。
（５）　採用決定後、世帯員以外の者で、伊方町内に居住している町民税の所得割を賦課され、かつ、これを滞納

していない独立した生計を営む成年者の連帯保証人を１名確保できる見込みのある者であること。（非課税
者は、連帯保証人になれません。）

　　※ 採用決定後、連帯保証人の納税証明書等の提出を求める場合があります。
２．募集人員
　　伊方町奨学資金貸付基金の資金の範囲内となります。
３．貸与月額
　　高校奨学生　　　　　２０，０００円
　　高専奨学生　　　　　３５，０００円
　　大学奨学生　　　　　４５，０００円
　　専修学校奨学生　　　３５，０００円（専門課程）
　　　〃　　　　　　　　２０，０００円（高等課程）
４．貸与期間
　　平成２７年４月から、進学校の正規の修業期間です。
５．出願手続
　　「伊方町奨学生願書」に必要な事項を記入し、世帯全員（１５歳未満の者及び就学者は除く。）分の「平成
２５年分の町県民税公課所得証明書」を添えて在学する学校（出身校）へ提出してください。学校長が
「伊方町奨学生推薦調書」を作成して、願書等とともに教育委員会へ提出します。

　　　※出願用紙は、町内の各中学校、八西管内の高校及び町教育委員会、各総合支所にあります。
　　　　八西管外の学校に在学している場合は、学校教育室までご連絡ください。
６．提出先
　　在学する学校（出身校）
７．提出期限
　　在学する学校（出身校）が指示する出願期限までに提出してください。
　　学校から教育委員会への提出期限　平成２６年１２月１９日（金）
８．採用の決定
　　伊方町奨学資金選考委員会の選考を経て、採用候補者を決定し通知します。
９．奨学金の返還
　　返還は、貸与が終了して６ヶ月を経た後、年賦（１１月中に通知発送）の方法により、１５年以内で教育委
員会が定める期間内に返還していただきます。貸与金に利息はつきません。

10．他の奨学資金との関係
　　伊方町奨学生は、日本学生支援機構（旧日本育英会）、その他類似の奨学資金を併せて受けることができます。
11．お問い合わせ先
　　教育委員会又は学校へご連絡ください。
　　　伊方町教育委員会事務局　学校教育室　　　TEL（０８９４）３８－２６６０
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お知らせ

『死に支度』
瀬戸内　寂聴／著

《内容紹介》
作家として、宗教者として、人
間として、烈しくも真贄に生き抜
いた、92歳の到達点とは―。こ
れまで出会ってきた愛する人々や
出家者の死に様を通し、自らの
死に方を考えていく、著者渾身
の長篇小説。  

『みまわりこびと』
アストリッド・リンドグレーン／文

キティ・クローザー／絵
《内容紹介》
雪の降り積む農場の中で、こび
とがひとり、眠りについた動物た
ちをみまわります。牛小屋、馬
小屋、道具小屋など、すみから
すみまでみまわって…。スウェー
デンの妖精トムテのおはなし。

休館中に本・雑誌を返却される方は、生涯学習セ
ンター１階の返却ポストをご利用ください。ＣＤ、Ｄ
ＶＤは破損する恐れがあるため、１月４日（日）
に直接カウンターまでお持ちください。

１２月２９日（月）～翌年１月３日（土）は、
年末年始のため休館します。

12月 図書館カレンダー
利用案内
 ■開館日時／火曜日～日曜日　午前 9 時 30 分～午後 6 時
 ■休　館　日／毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日も）
 　　　　　　祝日・月末図書整理日・年末年始・蔵書点検日
 ■瀬戸・三崎地域の方へ
 　瀬戸町民センター・三崎公民館で図書と雑誌の返却ができます。
  伊方町立図書館（伊方町生涯学習センター2階）
  愛媛県西宇和郡伊方町湊浦 1992 番地
  TEL（0894）38-0607

《一般書》

日 月

…おはなし会 …休館日

火 水 木 金 土

7

14

21

28

6

13

20

27

5

12

19

26

4

11

18

25

3

10

17

24

2

9

16

23

30 31

1

8

15

22

29

日 月 火 水 木 金 土
7
14
21
28

6
13
20
27

5
12
19
26

4
11
18
25

3
10
17
24

2
9
16
23
30

1
8
15
22
29

新着図書
《児童書》

『怪しい店』
『サラバ!』（上・下）
『殉愛』
『池田屋乱刃』
『キャロリング』 
『神坐す山の物語』
『大原御幸』
『奇跡の人』
『長嶋茂雄最後の日。』
『だいじな本のみつけ方』
『大丈夫、いつもそばにいるよ。』
『鳥獣害ゼロへ!』
『ペコロスの母の玉手箱』 

有栖川　有栖／著
西　加奈子／著
百田　尚樹／著
伊東　潤／著
有川　浩／著

浅田　次郎／著
林　真理子／著
原田　マハ／著
鷲田　康／著
大崎　梢／著

浅見　帆帆子／著
日本農業新聞取材班／著

岡野　雄一／著
ほか

『2さいのパンダちゃん』
『ふゆのむしとり?!』
『アナと雪の女王うたのえほん』
『プレゼントの木』
『まいごのおばけしりませんか?』
『おつきさまのうた』
『お金のない王女のおはなし』

『犬をかうまえに』
『珍獣図鑑』
『先生、しゅくだいわすれました』
『都ギツネの宝』
『なみだの穴』

日　時 ： 13日（土）・27日（土）　
　　　　　　午後１時30分～
場　所 ： 図書館　おはなしコーナー
対　象 ： どなたでも参加できます♪
絵本や紙芝居など、たのしいおはなしを
聞かせてくれるよ。みんな、きてね！

新しく購入した本は下記の図書館ホームページからもご覧いただけます。
URL:http://www.town.ikata.ehime.jp/site/tosyokan/

～ 12月のおはなし会 ～

のぶみ／作
はた　こうしろう／作

講談社／編
いもと　ようこ／作・絵

むらい　かよ／著
なかじま　かおり／作

アーシュラ・ジョーンズ／文、サラ・ギブ／絵
赤羽　じゅんこ／作

成島　悦雄／文、北村　直子／絵
山本　悦子／作
富安　陽子／著

まはら　三桃／作
ほか
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江
戸
時
代
の
三
机
①

◆ 今月のきょうどかん ◆

佐田岬半島の自然
スライド上映会
佐田岬半島の自然
スライド上映会

中村修二教授ノーベル賞受賞記念！

佐田岬みつけ隊
　　勝手ゼミナール開催！

2014年 12月

12月24日（水）19時～
今月のテーマ
「寒空に謳う花と実アラカルト」
※入場無料・お気軽にお越しください。

日 月

＝休館日

■
Ｔ
Ｅ
Ｌ・Ｆ
Ａ
Ｘ
39
ー

０
２
４
１

 

（
不
在
の
場
合
）38
ー

２
６
６
１ 

生
涯
学
習
室

■
開
館
時
間　

９
:
30
〜
16
:
30

■
休　
　

館　

月
曜
日
ほ
か

火 水 木 金 土

7

14

21

28

6

13

20

27

5

12

19

26

4

11

18

25

3

10

17

24

2

9

16

23

30 31

1

8

15

22

29

115

演題　「電気―光とくらし」
講師：黒川信義さん
と　き：１２月７日（日）16時～

ところ：町見郷土館2階思い出の教室

町見郷土館のサポーター佐田岬みつけ隊で
不定期に行ってきたミニ講演会「勝手ゼミ
ナール」。今回は中村修二教授のノーベル賞
受賞を記念して、電気をテーマにした講演
会を開催します！
もちろん一般の方も大歓迎！入館無料！
お気軽にお越しください♪

＝夜スライド上映

2014年 10月
日 月 火 水 木 金 土

7
14
21
28

6
13
20
27

5
12
19
26

4
11
18
25

3
10
17
24
31

2
9
16
23
30

1
8
15
22
29

（第90回）

「
三
机
八
幡
宮
碑
銘
並
序
」
の
碑

　

三
机
湊
は
佐
田
岬
半
島
の
中

で
も
瀬
戸
内
海
側
に
開
か
れ
た

天
然
の
良
港
の
ひ
と
つ
で
す
。

瀬
戸
内
海
航
路
を
行
き
交
う
船

だ
け
で
な
く
、
参
勤
交
代
の
宇

和
島
藩
主
も
立
ち
寄
り
、
三
机

の
八
幡
神
社
へ
の
崇
敬
は
篤

か
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　

八
幡
神
社
の
境
内
に
「
三
机

八
幡
宮
碑
銘
並
序
」
と
題
し
た

天
明
五
年
（
一
七
八
五
）
の
石

碑
が
建
っ
て
い
ま
す
。
同
年
の

境
内
改
装
に
あ
た
り
、
伊
達
村

候
が
、
宇
和
島
藩
の
藩
校
、
内

徳
館
の
藤
好
道
生
に
撰
文
さ
せ

た
文
章
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
神

社
の
縁
起
だ
け
で
な
く
、
当
時

の
三
机
の
様
子
も
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
原
文
は
漢
文
調
で
大
変

難
読
で
す
が
、
ぐ
っ
と
読
み

や
す
い
文
章
に
直
し
て
み
ま

し
た
。

＊　
　

＊　
　

＊

　
三
机
は
宇
和
島
の
北
西
に
あ

た
り
、
船
の
往
来
で
賑
わ
っ
て

い
る
所
で
あ
る
。
三
方
を
山
に

囲
ま
れ
、
残
り
の
一
方
か
ら
船

が
行
き
来
し
て
お
り
、
そ
の
中

央
に
近
い
西
側
の
砂
洲
の
中
に

八
幡
宮
の
祠
が
あ
る
。
こ
の
八

幡
宮
は
、そ
の
む
か
し
豊
後（
大

分
県
）
の
宇
佐
か
ら
神
様
の
分

霊
を
移
し
て
こ
こ
に
お
祀
り
し

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
君
候
（※

こ
の
碑
文
の
作
成

を
命
じ
た
時
の
藩
主
、
伊
達
村

候
）
の
四
世
前
（※

実
際
は
３

代
前
）
の
祖
（
２
代
藩
主
宗
利
）

が
、
祠
の
屋
根
葺
き
替
え
を
し

て
面
目
を
一
新
し
た
の
を
は
じ

め
、
浄
め
祀
り
供
物
を
絶
や
さ

ず
、
今
日
ま
で
綿
々
と
お
祀
り

さ
れ
て
き
た
。
祠
の
前
に
は
数

基
の
石
灯
篭
が
対
に
な
っ
て
並

び
、
鳥
居
に
掛
か
る
額
に
あ
る

「
宇
佐
宮
」
の
字
は
、
君
侯
の

自
筆
で
あ
る
。
そ
の
左
右
に
石

灯
篭
を
対
に
置
き
、
そ
の
東
北

側
の
州
浜
に
も
ま
た
大
き
な
石

灯
篭
を
置
く
が
、
こ
れ
ら
は
す

べ
て
君
侯
の
建
て
た
も
の
と
の

銘
文
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て

こ
の
神
様
の
徳
の
深
さ
が
う
か

が
え
よ
う
。
祠
の
周
辺
の
青
い

松
の
這
う
よ
う
す
や
、
左
右
に

波
打
ち
際
や
水
辺
の
め
ぐ
る
様

子
は
ち
ょ
う
ど
絵
図
に
描
い
た

か
の
よ
う
で
あ
る
。

（
つ
づ
く
）

く
ん
こ
う

む
ら

と
き

む
ね
と
し
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10
月
29
日
（
水
）
に
松
野
町
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
及
び
町
民
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
南
予
地
区
人
権
・
同
和
教
育
研
究
協

議
会
が
開
催
さ
れ
参
加
し
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
「
人
権
意
識
を
高
め
る
啓
発

活
動
の
工
夫
」
の
協
議
題
で
、
意
識
調
査

を
活
用
し
て
各
年
代
に
応
じ
た
人
権
・
同

和
教
育
と
啓
発
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
正

し
い
理
解
の
徹
底
を
図
り
つ
つ
一
人
一
人

へ
の
人
権
尊
重
の
意
識
の
育
成
に
努
め
て

い
く
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

午
後
か
ら
の
分
散
会
で
は
「
社
会
教
育

関
係
団
体
・
行
政
・
公
民
館
・
企
業
等
と

し
て
人
権
尊
重
を
高
め
る
た
め
に
啓
発
活

動
や
学
習
の
場
の
拡
充
を
ど
の
よ
う
に

図
っ
て
い
る
か
」
及
び
「
職
場
及
び
地
域
、

家
庭
の
一
員
と
し
て
差
別
や
偏
見
を
解
消

す
る
た
め
に
研
修
や
学
習
活
動
に
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
」
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
実
体
験
を
も
と
に
発
表
さ

れ
、
人
権
尊
重
の
必
要
性
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
協
議
会
に
参
加
し
て
旧
来
の
「
同

和
問
題
」
が
残
っ
て
お
り
、
加
え
て
新
た

に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
お
け
る
誹
謗
中
傷

の
書
き
込
み
・
動
画
の
投
稿
等
の
人
権
問

題
が
浮
上
し
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
理
解

で
き
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
「
同
和
問
題
」
は
世
系
差
別
と
地
域
に

対
す
る
差
別
の
こ
と
で
あ
り
、
政
治
的
・

法
的
・
因
習
文
化
的
な
諸
問
題
を
多
く
含

む
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
現
代
に

残
る
人
権
侵
害
の
例
の
う
ち
１
つ
は
結
婚

差
別
で
す
。
内
密
に
身
元
調
査
や
聞
き
合

わ
せ
を
行
い
、
部
落
出
身
者
と
分
か
る
と

結
婚
を
許
さ
な
い
例
や
、
好
き
な
人
と
一

緒
に
な
る
こ
と
に
妨
げ
が
あ
っ
た
そ
う
で

す
。
本
人
同
士
の
同
意
に
よ
っ
て
婚
姻
は

可
能
で
す
が
、
そ
れ
は
親
族
の
祝
福
が
な

い
場
合
も
あ
り
精
神
的
負
担
も
大
き
い
と

さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
被
差
別
部
落
の
書
き
込
み
だ
け
で

な
く
、
特
定
の
人
（
外
国
人
・
障
害
者
・

性
別
・
高
齢
者
等
の
社
会
的
弱
者
）
を
掲

示
板
で
攻
撃
を
行
う
も
の
が
多
発
し
て
い

ま
す
。
匿
名
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

自
己
責
任
の
意
識
が
無
く
、
改
善
さ
れ
る

こ
と
は
な
い
ど
こ
ろ
か
む
し
ろ
増
え
る
見

込
み
で
す
。

　

こ
の
問
題
を
短
期
的
に
解
決
す
る
こ
と

は
不
可
能
で
す
が
、
少
し
ず
つ
理
解
し
合

う
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、「
他
人
事
か
ら

我
が
こ
と
と
し
て
」
と
い
う
言
葉
を
心
の

中
に
置
き
と
め
て
、
今
生
き
て
い
る
こ
と
・

助
け
合
う
社
会
に
す
る
こ
と
に
向
か
っ
て

日
頃
か
ら
目
指
す
こ
と
が
同
和
問
題
の
解

決
に
向
か
う
と
思
い
ま
す
。
私
自
身
も
ま

だ
ま
だ
未
熟
で
あ
り
ま
す
が
、
日
頃
か
ら

関
わ
る
方
々
と
の
言
動
に
も
注
意
を
払

い
、
日
々
精
進
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

南
予
地
区
人
権・同
和
教
育
研
究
協
議
会
に
参
加
し
て

伊
方
町
役
場　

総
務
課　

菊
池　

崇
史

280

お問い合わせの番号は、伊方スポーツセンター　電話38-1100、38-0776

『ストレッチポール』18：00～18：４0
　　　対　象：健康な方
　　　受講料：500円
　　　服　装：動きやすい服装
　　　　　　　（靴はいりません）

ヘルニア・骨粗鬆症・妊娠中・
股関節・背骨に疾患のある方は
参加できません。

《疲れているときこそプールに入ろう！！》　
○体・心の疲れが取れない方。　○冷え性の方。
○関節に痛みがある方。　　　　○バランスよく運動したい方。　
以上のほかにも水中で身体を動かすということは、酸素摂取量
が増え、長時間の運動でも疲れにくくなったり、水に入ること
でリラックス効果が期待できます！

12月9日（火）は

伊方スポーツセンターをご利用いただき
まことにありがとうございます。
来年も引き続きのご利用を
お待ちしております。

伊方スポーツセンターをご利用いただき
まことにありがとうございます。
来年も引き続きのご利用を
お待ちしております。

年末年始のお知らせ年末年始のお知らせ年末年始のお知らせ

１２月２９日（月）～１月３日（土）

休 館 日
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町
見
野
の
花
句
会

三
机
句
会

俳
　
句

俳
　
句

伊
方
俳
句
会

瀬
戸
句
会

北
斗
の
会

あ
み
だ
句
会

児遊館より児遊館より児遊館より児遊館より児遊館より児遊館より

映画上映会のご案内
　
12月13日（土）、３階児遊館にて映画上映会を行
います。
　
場　　所　　児遊館内 
作　品　名　　クリスマスの贈り物
　
　　　　　　　クリスマスのお話だよ！
　　　　　　　　　　お楽しみに・・・。　　　
　
上映時間　　１回目　10：00～ 11：30
　　　　　　２回目　15：00～ 16：30

　４階企画展示室の貸出を行っております。
　文化・芸術作品などに関する成果や展示を行え
ますので、是非、お問い合わせください。

【お問い合わせ先】
伊方町生涯学習センター　電話３８－２６６８

工作教室のご案内
　
12月20日（土）、 ３階児遊館にて工作教室を行い
ます。
　
テーマ：お正月のかざりを作ろう。
時　間　午後２時～
　
参加される方は当日時間までに、
３階児遊館にお越し下さい。
　
参加費：無料

【お問い合わせ】　伊方町生涯学習センター内
 児遊館
　　　　　　　　３８－２６６８

生涯学習センターからのお知らせ生涯学習センターからのお知らせ生涯学習センターからのお知らせ

上　
口　
久　
志

岩　
見　
愛　
子

菊
池
ア
ツ
子

林　

そ
で
子

川　
縁　
秀　
子

岩
井
フ
ミ
エ

得
能
カ
ツ
ミ

得　
能　
悦　
子

山
内
ウ
メ
コ

得　
能　
利　
子

井　
上　
敦　
子

西
山
美
津
子

大　
野　
律　
子

安　
田　
増　
子

長
谷
美
久
仁

髙
地
瑠
美
子

門　
田　
千　
枝

渡
辺
日
出
子

二
宮
壽
賀
子

上
田
サ
チ
エ

井　
上　
良　
枝

上　
田　
幸　
香

山　
嵜　
美　
喜

梶
谷
千
代
子

石　
井　
義　
夫

宇
都
宮
睦
子

木　
戸　
悦　
子

上　
田　
益　
男

足　
利　
敦　
子

北　　
　

英　
二

佐
々
木
サ
チ
子

浅
井
ミ
ド
リ

佐
々
木
忠
雄

井　
上　
幸　
子

吉　
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